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後期選抜を受験するみなさんへ

長野県高等学校教職員組合

後期選抜の願書提出を前にみなさんに伝えたいこと

　私たち長野県高等学校教職員組合は、２００７年度公立高等学校前期選抜の合格発表があった２月１４日（水）午後１時から１５日（木）午後８時まで「前期選抜相談でんわ」を開設しました。今年はあわせて２８本の相談がありました。昨年の８件から大きく増えました。相談をうけて、私たちは明後日からはじまる後期選抜の志願受付前に、受験生のみなさんにぜひ伝えなければならないことがあると考えました。

　それは、前期選抜で不合格だったことが後期選抜の合否判定に影響を与えることは決してないということです。これは前期と後期で同じ学校を受ける場合も、違う学校を受ける場合も変わりません。前期選抜と後期選抜はしくみの違う入学者選抜の制度であり、前期選抜の結果が後期選抜の合否判定に影響することは決してありません。

前期選抜で不合格という体験は、事前に想像していた以上にショックだったと思います。寄せられた相談のほとんどで、そのことが述べられていました。そして、前期選抜で不合格だったことが後期選抜の合否判定の際に、受験生にとって不利な要素になるのではないかという不安を多くの相談者が述べられました。私たちは電話で「けっしてそんなことはありません。何とか気持ちを切り替えて、後期選抜で十分に実力を発揮できるようがんばってください。お子さんやお孫さんを励ましてあげてください。合格されることを願っています。」と返答しました。相談を寄せられた方々以外にも、同様の不安を抱えている受験生やそのご家族の方々が数多くいるだろうと推測しています。どうか、受験生のみなさんはしっかり準備をして、３月７日の後期選抜で自分の実力を発揮してください。合格されることを心から願っています。

なお、今年度の「前期選抜相談でんわ」は２日間をもって閉じましたが、ひきつづき長野高教組では相談を受け付けています。026-234-2216までお電話ください。

